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開催にあたって

　令和２年11月20日、湯浅城跡と藤並館跡が「湯浅党城館跡」として新たに国史跡に指定

するよう答申されました。湯浅党城館跡は、平安時代末期から南北朝期の紀伊国において

勢威を振るった湯浅一族を中核とする武士団「湯浅党」が地域支配の拠点とした城館です。

湯浅党は、全国的に見ても非常に豊富な文献史料が残されていることから、中世武士団の

実態を示す典型事例としてよく知られております。有田地方は「湯浅党」が本拠とした地

域であることから、その動向を示す遺跡や古文書、寺社や宗教美術、石造物といった文化

遺産が数多く存在しています。

　本シンポジウムは、湯浅党城館跡の国史跡指定を記念して開催するものです。平成28年

度から有田市・湯浅町・有田川町の連携協力により実施してきた城館跡や関連文化遺産の

調査研究成果を報告するとともに、今後の史跡の保存活用について参加者の皆様とともに

考える機会としたいと思います。

　末尾になりましたが、本シンポジウムを開催するにあたりまして、ご協力いただきまし

た多くの機関、関係者の皆様に心から感謝申し上げます。

　　　令和３年３月13日

有田川町教育委員会　

教育長　　 嶋　博
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湯浅党城館跡国史跡指定記念第１回シンポジウム

「湯浅党の実像にせまる」開催日程

	 13:00〜13:05	 開会挨拶　　　有田川町長　中山正隆

	 13:05〜13:15	 「湯浅党城館跡の概要」　　　川口修実（有田川町教育委員会）

記念講演

	 13:15〜14:30	 「湯浅一族の足跡と遺産−「湯浅党城館跡」の位相−」

	 	 　　　高橋　修氏（茨城大学人文社会科学部）

	 14:30〜14:40	 休憩

基調報告

	 14:40〜15:00	 報告１　「湯浅党の古文書」

	 	 	 坂本亮太氏（和歌山県立博物館）

	 15:00〜15:20	 報告２　「城郭史からみた湯浅党城館跡」

	 	 	 新谷和之氏（近畿大学文芸学部）

	 15:20〜15:40	 報告３　「南北朝期の湯浅一党とその石造物」

	 	 	 佐藤亜聖氏（公益財団法人元興寺文化財研究所）

	 15:40〜15:50	 休憩

シンポジウム

	 15:50〜17:10	 「湯浅党の実像にせまる」

	 	 　　　コーディネーター：近江俊秀氏（文化庁文化財第二課）

	 	 　　　パネリスト：高橋 修氏、坂本亮太氏、新谷和之氏、佐藤亜聖氏、白石博則氏

	 17:10〜17:15	 閉会挨拶　　　有田川町教育長　 嶋　博

開催日時　令和３年３月13日（土）　13:00〜17:15

会　　場　きびドーム文化ホール（和歌山県有田郡有田川町下津野2021）

主　　催　有田川町教育委員会・湯浅町教育委員会

後　　援　和歌山県教育委員会・有田地方文化財研究会・和歌山地方史研究会・和歌山城郭調査研究会
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２．本シンポジウムの開催にあたり、ご協力いただきました多くの関係機関、関係者の皆様に深く感謝

の意を表します。

３．このシンポジウムは、令和２年度国宝・重要文化財等保存・活用事業費（地域の特色ある埋蔵文化

財活用事業費）補助金を受けて実施した。

４．本書の編集は、川口修実（有田川町教育委員会）が担当した。
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－1－

１．はじめに
　湯浅党城館跡は、平安時代末期から南北朝期の
紀伊国において大きな勢威を振るった湯浅一族を
中核とする武士団「湯浅党」の城館跡である。湯
浅党の研究史は古く、既に戦前から中世武士団の
典型事例として取り上げられ、今日まで多くの研
究成果が蓄積されてきた。これは全国的にも豊富
で多様な関連史料が伝来するためであり、様々な
視点から武士団の動向を観察することができる。
湯浅党の本拠である有田地方には、文献史料以外
にも湯浅党を物語る遺跡や寺社、美術工芸品、石
造物といった多様な文化遺産が数多く残されている。有田地方は、これら湯浅党関連の文化遺産を総合
的に検討することによって、中世武士団の具体的なあり方を知ることができる全国的にも数少ない地域
の一つとして、日本中世史の中でも重要な位置を占めている。
　湯浅党に関わる研究は、これまで文献史料を中心として数多く進められてきたが、関連遺跡について
は十分な調査研究が進んできたとは言えず、地域史上の位置付けが不明確であった。平成28年度から有
田市・湯浅町・有田川町が連携協力し、城館跡を中心とした関連遺跡の調査研究を進めてきた。その結
果、発掘調査を実施した湯浅城跡と藤並館跡ではともに城館の形成年代が鎌倉時代後期（13世紀代）に
遡ることが判明し、湯浅党との同時代性が証明されるなど大きな成果が得られた。
　湯浅党城館跡は、豊富な中世文書を伝え、中世武士団の典型事例として研究が進められてきた湯浅党
を象徴するものであり、我が国の中世前期の武士団のあり方を知る上で重要であるとして、令和２年11
月20日に「湯浅党城館跡　湯浅城跡　藤並館跡」として、新たに国の史跡に指定するよう答申された。

２．湯浅党の来歴
　湯浅党は日本を代表する中世武士団の一例であり、京都の高

こう

山
ざん

寺
じ

や神
じん

護
ご
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じ

、高野山の他に、施
せ

無
む

畏
い

寺
じ

や歓
かん

喜
ぎ

寺
じ

、神
じん

光
こう

寺
じ

、など有田地方にも豊富な
関連史料が伝来する。その中でも「阿

あ

弖
て

河
がわの

荘
しょう

上
かみのむら

村 百
ひゃくしょう

姓等申状」は、たどたどしいカ
タカナ書きで百姓らが地頭湯浅氏の非法を訴
えたものとして数多くの教科書にも取り上げ
られており、地頭による荘園支配の実態を示
す史料として著名である。
　湯浅党の惣

そう

領
りょう

である湯浅氏が勢力を拡大
するのは、12世紀中頃である。湯浅氏の実質

写真１　湯浅党の本拠（南西から）

写真２　阿弖河荘上村百姓等申状（国宝『又続宝簡集』）
建治元年（1275）　高野山金剛峯寺蔵

湯浅党城館跡の概要
川口 修実（有田川町教育委員会）

報　告
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－2－ －3－

的な始祖とされる湯浅宗
むね

重
しげ

は、熊野道に沿って町場を開発し、沿
岸部に屋敷を構えることで海上交通を掌握した。また、上皇や貴
族の宿所として自らの館を提供することで中央との結びつきを強
めた。平治元年（1159）の平治の乱では、宗重は熊野詣の途次にあっ
た平清盛を助けることによって平家の有力な家人として名を連ね
ることになり、平家滅亡後の文治２年（1186）には、鎌倉幕府の
御家人となって本領を安

あん

堵
ど

された。
　鎌倉時代の湯浅氏は、荘園の寄進や一族子弟を中央の寺院に送
り込むことによって、権門寺社への影響力を強めていった。上

じょうかく

覚
や明
みょう

恵
え

をはじめとした湯浅党諸氏の子弟は、中央での文化的・政
治的・経済的窓口として重要な役割を担った。なお、明恵修行の
地には没後に弟子の喜

き

海
かい

らによって卒塔婆が建立され、それらは
「明恵紀州遺跡率

そ

都
と

婆
ば

」として国史跡に指定されている。
　一方、紀伊国内では子息に有田郡一帯の所領を分与し、各家に分家することにより「一

いち

門
もん

」を構成し、
さらに婚姻関係や養子関係による擬制的な血縁関係によって結びついた「他

た

門
もん

」を加えた在地領主連
合体「湯浅党」を形成した。他門には、有田郡の藤並氏の他、紀北の木

きのもと

本氏、六
む そ た

十谷氏、貴志氏、田中
尾
び

藤
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氏、生
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氏、紀南の本宮氏などがあった。寛喜３年（1231）の「湯浅景
かげ

基
もと

寄進状」には、湯浅党の
諸氏49名が連署して施無畏寺の建立と高山寺への寄進、境内の四至を定めて殺生禁断を誓い、違反した
者に対する放氏まで規定していたことがみえる。
　南北朝期になると湯浅党は、紀伊国の南朝勢力の中核として抗戦していたことが『太平記』に見える
が、北朝方と南朝方に分裂して並立していたことが史料や石造物からうかがわれる。康暦元年（1379）
には紀伊国守護の山

やま

名
な

義
よし

理
まさ

により藤並・湯浅・石垣といった湯浅党の拠点が攻略され、その翌年、有田
川上流域の阿

あ

瀬
せ

川
がわ

城
じょう

も落城し、湯浅党は終焉を迎えた。しかし、長禄４年（1460）の「大
だい

乗
じょう

院
いん

寺
じ

社
しゃ

雑
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事
じ

記
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」には、紀伊国守護畠
はたけ

山
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氏の被官として藤並・貴志・保田の名が見えることから、湯浅党の諸氏
の一部は畠山被官として編成されていたことがうかがえる。

写真３　明恵上人坐像　施無畏寺蔵

写真４　国指定重要文化財　湯浅景基寄進状（紙本墨書置文）　寛喜３年（1231）　施無畏寺蔵

湯浅党城館跡_資料集1_01-18_報告v15.indd   2湯浅党城館跡_資料集1_01-18_報告v15.indd   2 2021/03/01   15:572021/03/01   15:57



－2－ －3－

湯浅氏

須原氏

広氏

得田氏

糸我氏

保田氏

石垣氏

阿弖川氏

桛田氏

木本氏

田中尾藤氏

藤並氏

崎山氏
宮原氏

貴志氏

六十谷氏

勢多氏

不明

一門

他門

保田氏

日前国懸宮

阿弖川氏

貴志氏

貴志氏

高野山

粉河寺

紀三井寺

阿弖川氏

本宮氏

芳養氏

本宮大社

速玉大社

那智大社

道成寺

0 20km

生地氏

主な社寺

藤並氏

阿弖川氏

崎山氏

石垣氏

得田氏

宮原氏

保田氏

糸我氏

須原氏

湯浅氏

広氏

阿瀬川城推定地

石石垣垣城城推推定定地地
藤藤並並館館跡跡

湯湯浅浅城城跡跡

岩岩村村城城推推定定地地

図１　湯浅党の分布

図２　湯浅党の分布（有田郡）
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３．湯浅党城館跡の調査成果
（１）湯浅城跡
　湯浅城跡は、湯浅町の中心部を見下ろす
標高77ｍの青木山に立地する。湯浅城跡に
ついては、天保10年（1839）の『紀伊続風
土記』に、湯浅氏発展の祖である湯浅宗重
によって築かれた「古城跡」として紹介さ
れ、また嘉永４年（1851）の『紀伊国名所
図会』では「湯浅城

じょう

蹟
せき

」という名称で記
事が掲載されるなど、古くから湯浅本宗家
の城跡として認識されていた。しかし、こ
れまで本格的な調査は行われておらず、詳
細は明らかでなかった。湯浅町教育委員会
では、平成29年度に航空レーザー測量を実
施し、城跡の規模や構造の把握を行い、平
成30年度には築城年代や変遷を明らかにす
るための発掘調査を実施した。
歴史
　『紀伊続風土記』には、湯浅氏の城を湯
浅宗重が方

ほう

津
づ

戸
と

峠から当地に移したと伝え
るが定かではない。『平家物語（覚一本）』
には、屋島で敗れ落ちた平忠

ただ

房
ふさ

が「紀伊国
の住人湯浅権守宗重をたのんで、湯浅の城
にこもった」とあり、治承寿永の内乱期に
は既に湯浅一族が非常時に籠る場であった
可能性がある。宗重は湯浅の町場における
拠点を整え、湯浅湾と熊野道といった水陸
交通の要所を掌握し、後に軍事的な拠点で
ある湯浅城を含め一体となる本拠地を形成
したと考えられる。
　康暦元年（1379）紀伊国守護の山名義理
によって、湯浅城をはじめとした湯浅党の
拠点が次々と落とされたと『花

か

営
えい

三
さん

代
だい

記
き

』
に記述されている。また、『紀伊国名所図会』
には文安年間（1444～49）に後南朝の勢力
が義有王を奉じて湯浅城に立て籠もったと
いうことが、『残

ざん

櫻
おう

記
き

』の記述を引用して
紹介されている。分布踏査では、16世紀後半の備前焼も確認されていることから、戦国時代においても
何らかの形で利用されていた可能性が考えられる。

湯浅城跡

写真５　湯浅城跡上空から湯浅市街地を望む（東から）

写真６　湯浅城跡近景（南から）

写真７　湯浅城から湯浅の町場を望む（東から）
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－6－ －7－

構造
　現在、丘陵の斜面地は大部分がみかん畑として利用されており、頂上付近は主として雑木林や竹林と
なっている。山の北側は急傾斜であり、南側から西側は山田川が流れており、天然の要害と言える。城
跡は山頂に築かれた主郭（曲

くるわ

輪Ⅰ）を中心として、各尾根筋に沿って大小の曲輪が展開する。曲輪Ⅰ～
Ⅲは土塁で結ばれ、曲輪Ⅰの北側斜面には帯曲輪が断続的に取り巻くのは、北側斜面からの侵攻に備え
た防御施設と判断される。曲輪Ⅰの東側には、土橋状遺構でつながる比較的広い平

へい

坦
たん

面
めん

（曲輪Ⅱ）が存
在する。曲輪Ⅰの南東側には最も広い平坦面（曲輪Ⅳ）があるが、発掘調査の結果からこの平坦面は鎌
倉時代に谷を埋め立てて構築され、礎石建物が存
在していたことが明らかとなった。
　湯浅城の構造は、曲輪Ⅰを中心として東西に曲
輪群が展開する求心性の高い構造となっており、
中世の城郭によく見られる堀切や横堀といった空
堀が少なく、県内では他に類をみない縄張り構造
を持っているという特徴がある。構造的な変化に
ついては、曲輪Ⅳを中心とした館城から曲輪Ⅰを
中心とした山城へと改修が行われた可能性が指摘
できる。

写真10　曲輪Ⅱ（西から）

写真11　曲輪Ⅲと土塁（東から）

写真９　土塁（曲輪ⅠとⅡの間）（東から）

写真12　曲輪Ⅳ（北西から）

写真８　曲輪Ⅰ（南から）
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0 50m

帯曲輪
土塁土塁

0 100m

図５　湯浅城跡縄張り図

図４　湯浅城跡地形起伏図
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発掘調査の概要
　発掘調査は、城内最大の平坦面である曲輪Ⅳに１区、曲輪Ⅰと曲輪Ⅱの間の掘切部分に２区、曲輪Ⅱ
に３区を設定した。
【１区】　曲輪Ⅳの大規模な平坦面は、もともと谷状の自然地形であった場所を鎌倉時代に造成して構築
していることが判明した。地表面から自然堆積層（岩盤）までは最も深い部分で２ｍあり、中世段階に
繰り返し行われた整地土は最大で約1.4ｍもの厚みが確認された。出土遺物から判断して、平坦面の構
築は鎌倉時代の13世紀に遡ると判断できる。鎌倉時代から室町時代にかけては、高さの異なる複数の礎
石が検出され、少なくとも４時期以上の整地と礎石建物の構築が繰り返し行われる屋敷地としての土地
利用が行われていたことが確認された。整地層の中には、広範囲の焼土層が検出され、出土遺物から判

図６　発掘調査区配置図

写真14　１区全景（西から）写真13　１区土層堆積状況（南から）

写真16　１区焼土層遺物出土状況（南から）写真15　１区焼土層（北東から）
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断して14世紀中頃には火災が発生していたことも明らかとなった。焼土層の上面においても整地と礎石
の構築が行われていることから、火災後も引き続き屋敷地として利用されていたことがわかる。その中
には、備前焼を伴う鍛

か

冶
じ

炉
ろ

と考えられる遺構があり、鉄
てっ

滓
さい

や鉄釘
くぎ

なども出土することから15世紀頃には
小規模な鍛冶場を有していたと考えられる。その後、戦国時代にはほとんど活動は行われなくなり、以
後は畑地などに土地利用が変化していったと想定される。
【２区】　曲輪Ⅰと曲輪Ⅱの間に設けられた堀切は、自然の岩盤をうがって構築されている状況が判明し
た。堀内の堆積は、山頂の曲輪Ⅰから流れてきたとみられる焼土層が西側から堀底にかけて堆積してお
り、その中には13世紀から15世紀までの遺物が含まれていた。以上の状況から、この堀切は少なくとも
15世紀までには構築されていたと判断できる。
【３区】　調査の範囲では明確な遺構は確認されなかったが、中世の土

は じ き

師器が出土しており、この付近に
おいても何らかの土地利用が行われていたと考えられる。
調査成果
　これまで湯浅城は、湯浅宗重が築城し、それ以降は湯浅本宗家の軍事拠点として存在したものと伝え
られてきた。発掘調査の成果からは、曲輪Ⅳの大規模な平坦面が遅くとも13世紀には谷状の自然地形を
埋め立てて構築していたことが判明し、湯浅党が権勢を誇った時期に城館の形成と本格的な利用が開始
されていたことが確認できたことは、非常に大きな成果と言える。鎌倉時代から南北朝期にかけては、
４度以上の整地と礎石建物の構築が繰り返し行われていたことが判明し、茶道具である瓦

が

質
しつ

土
ど

器
き

風
ふ

炉
ろ

や
古瀬戸折

おり

縁
ぶち

皿
さら

、中国製青磁などが出土していることから、単に戦時における要害の城というだけではな
く、饗

きょう

宴
えん

や儀礼的な場としての利用など多様な性格を有していたと考えることができる。

写真18　１区出土遺物写真17　１区室町時代の鍛冶場跡（北から）

写真20　３区全景（北西から）写真19　２区全景（南東から）
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（２）藤並館跡の調査成果
　藤並館跡は有田川町下津野にあり、地元では「土居の堀」と呼ばれている。四方に残る土塁と南側を
除く三方の堀に囲まれた方形区画が良好に遺存し、近畿地方でも有数の保存状態を誇る平地城館として
知られている。藤並館跡が位置する中世藤並荘は、鎌倉時代を通して藤並氏が地頭職を相伝して地域支
配を行っていたことから、藤並館跡は湯浅党の構成員である藤並氏との関連が想定されていた。しかし、
これまで本格的な調査は行われておらず、その実態は明らかではなかった。有田川町教育委員会では、
藤並館跡の実態を明らかにするために、平成28年度に航空レーザー測量を実施し、平成29年度には発掘
調査を行った。
歴史
　藤並館跡が位置する吉備平野には、原始以来の数多くの遺跡が存在し、早くから開発が進んだ地域で
あった。仁寿４年（854）の売券である「在

あり

田
だ

郡
ぐん

司
し

解
げ

」（東寺文書）には、在田郡司であった紀氏が所持
していた田畑や屋敷地が「丹生」「野田」「小島」などの現存地名とともに登場し、藤並荘の範囲に含ま
れる小島から野田の沖積平野には平安時代前期まで遡る肥沃な耕地が展開していた可能性がある。野田
地区遺跡の発掘調査でも平安時代の禊

みそぎ

儀礼を示す人
ひと

形
がた

・斎
い

串
ぐし

・馬
うま

形
がた

などの木製品とともに、全国的にも
出土例が少ない11世紀代の犂

からすき

が出土しており、周辺部には在田郡司をはじめとして中央との関わりを
もつ集団の拠点となる施設が存在していたと推定される。平安時代末期から動向が確認できる藤並氏は、
これら古代以来の条件の良い耕地や支配拠点を基盤に本領形成を果たしたと推定される。藤並氏の始祖
と考えられる藤並十

じゅう

郎
ろう

親
したし

は、湯浅宗重の末娘を妻に迎えて湯浅党に加わり、以後藤並氏は鎌倉時代を
通して地頭職を相伝し地域支配にあたった。また湯浅氏とともに神護寺や六条八

はち

幡
まん

宮
ぐう

などの寺社造営に
も関わり、康永４年（1345）には湯浅本宗家とともに室町幕府の遵行を担うなど、他門の中でも有力な
在地領主であった。

藤並館跡

28
29 30

31

32 33

34

藤並神社

０ 1㎞

野田地区遺跡

図10　藤並館跡周辺の遺跡分布図

湯浅党城館跡_資料集1_01-18_報告v15.indd   11湯浅党城館跡_資料集1_01-18_報告v15.indd   11 2021/03/01   15:572021/03/01   15:57
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　藤並館跡に関わる一次史料は存在しないが、『花営三代記』には康暦元年（1379）紀伊国守護の山名
義理によって紀州南朝勢力の中核として踏み止まっていた湯浅党への猛攻撃が開始され、藤並・湯浅・
石垣といった湯浅党の拠点が撃破されたとの記事があり、この時期に地域支配拠点をめぐる攻防があっ
たことが想定される。明治４年（1871）に著された『野田記行』に書き写された弘治２年（1556）７月
付の藤並神社石燈籠寄進状には、「土井の城主片

かた

田
だ

次
じ

郎
ろう

八
はち

平
たいらの

頼
より

純
ずみ

」とある（『吉備町誌』上巻）。『紀伊
続風土記』にも「堅田次郎八の屋敷跡、北筋にあり方一町の地なり」とあることから、16世紀段階の城
主は堅田（片田）氏であった可能性が高い。廃城時期は、今回の発掘調査成果から判断して16世紀後半
頃と想定される。
構造
　藤並館跡は、有田川左岸の河岸段丘上にある。現況は大半が畑地であるが、城館の廃絶後は明治初期
頃には水田化され、以後昭和30年代にみかん畑として転作されるまでは大半が水田に利用されてきた。
その段階では堀が灌

かん

漑
がい

用のため池に利用され、土塁も堤の役割を果たしており、このような土地利用の
あり方が史跡を良好な形で保持してきた要因であると考
えられる。
　四方に残る土塁と南側を除く三方に残る堀に囲まれた
方形区画は良好に遺存し、その範囲は東西75ｍ、南北
87ｍの範囲に及ぶ。館の形状は方形を呈するが、北西部
分の堀と土塁は西側の堀・土塁に対して直行しておら
ず、やや斜行しているために五角形のような形状となっ
ている。土塁の規模は幅８～16ｍと一定ではないが、か
つては現状よりも幅が広かったと言われている。土塁の
高さは現状の堀底から約2.5ｍ、城館内部との比高差は約
1.5ｍあり、北西部分が最も高く遺存状態が良い。土塁は
全周せずに南東部分は途切れて開口しており、小口と推
定される。南堀は埋没して地表面上にその痕跡はないが、
発掘調査によってその存在が確認され、堀が四方に巡っ
ていたことが判明した。
　方形区画の外側について、明治期の字切図には城館東
側に王子社（オジノミヤ）が描かれ、かつては南面する
社地で社叢が広がっていた。北東部にはジョウレンジ畑
という通称地名が残るが、その位置は城館に対して鬼門
の方角にあたり、城館に関わる宗教施設が存在した可能
性がある。北西部には東西約43ｍ、南北約31ｍの方形の
張り出しがある。方形区画に接する南側の水路と水路に
沿って後世に敷設された町道は、方形区画に対応するよ
うに対称をなして折れ曲がっていることが注視される。
その屈曲の形状は土塁の隅部とも符合していることか
ら、城館の縄張りに伴うものと考えられ、方形区画の外
側にも関連施設が存在していた可能性がある。

写真22　小口推定地（南から）

写真23　方形張り出し（南東から）

写真21　東堀・土塁（北から）
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１区

２区

50m0

王子社（オジノミヤ）

ジョウレンジ畑

方形張り出し

虎口推定地

水路・町道の屈曲

土手（削平）

土手

水路・町道の屈曲

図11　藤並館跡測量図・調査区配置図

写真24　藤並館跡航空写真
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発掘調査の概要
　発掘調査は北堀に１か所（１区）、南堀推定地と土
塁に１か所（２区）の調査区を設定した。
【１区北堀】　北堀は地山を掘削して構築しており、形
状は底面が平らな箱堀をなす。堀幅は上面で3.4ｍ以上、
現状の堀底からの深さは1.3ｍあり、堀底から土塁の天
端までは4.1ｍに及ぶ。埋土の下層からは、室町時代後
期後半の備前焼が出土しており、堀の掘削は室町時代
と考えられる。埋土の堆積状況から判断して堀は滞水
する環境の中で埋没したものと考えられる。江戸時代
末期から明治初期には、河原石を投棄して用水路とし
ての改修が行われ、河原石の中からは近世の陶磁器や
瓦とともに中世の備前焼や瓦類、木箱などが出土した。
【２区南堀】　南堀は、調査前の検討では幅10ｍ以上の
規模が想定されていたが、発掘調査の結果幅６ｍの規
模を確認し、想定より狭い結果となった。北堀と同じ
く底面が平らな箱堀をなし、検出面からの深さは1.6ｍ
ある。底面には、40～50㎝幅で地山を削り出して堀と
直行するように構築された畝状の高まりが存在してお
り、これは堀底の水をせき止めて帯水させ、灌漑用水
に用いる堰

せき

状遺構であったと考えられる。堀底から約
40㎝上位では被熱していないほぼ完形の軒丸瓦や平瓦
が出土しており、その下層からは瓦の出土が確認でき
ないことから、堀が掘削された後一定の埋没期間を経
て施設の瓦

かわら

葺
ぶ

きを伴う城館の改修が行われたと判断さ
れる。
　また、堀内の壁際では上面が平らに据えられた３基
の礎石状遺構を検出した（礎石１～３）。礎石はいず
れも砂岩が用いられており、規模は北端の礎石１が
30㎝×30㎝、礎石２が62㎝×56㎝、東端の礎石３が
32㎝×48㎝で、礎石１と礎石３上面の高さは約70㎝の
比高差がある。これらの礎石は、堀が掘削された当初
に据えられたものと判断できる。一般的に堀内部の礎石
を伴う施設としては、橋脚遺構の可能性が考えられるが、
橋脚遺構としては幅が広い。調査範囲の制約から礎石
の広がりが不明な現状にあっては、施設の性格は不明
である。南堀からは、瓦器・備前焼・中国製青磁・瓦、
杓
しゃく

子
し

や曲げ物底板、杭
くい

などの木製品、竹製品などの
他にマツの球果や植物種子・枝などが出土している。

堰状遺構

土塁

焼土の範囲

南堀

礎石１

礎石２ 礎石３

図12　藤並館跡２区平面図

写真25　１区北堀（東から）

湯浅党城館跡_資料集1_01-18_報告v15.indd   14湯浅党城館跡_資料集1_01-18_報告v15.indd   14 2021/03/01   15:572021/03/01   15:57



－14－ －15－

5
m

0

L
＝

2
9
.
0
0
m

L
＝

2
8
.
0
0
m

L
＝

2
7
.
0
0
m

第
１

期
土

塁

第
２

期
土

塁

第
３

期
土

塁

1

2

3
4

2
2

1
3

1
3

1
6

南
堀

S
D
-
2

焼
土
層

5
3

（
13
世
紀
後
半
）

（
15
世
紀
）

（
16
世
紀
後
半
）

土
塁

南
堀

焼
土

層
（
赤
変

し
た
瓦
や
土

壁
が
多

量
に
出
土
）

第
１
期
土
塁
・
・
・
鎌
倉
時
代
後
期
（
13
世
紀
後
半
頃
）

第
２
期
土
塁
・
・
・
室
町
時
代
（
1
5世

紀
代
）

第
３
期
土
塁
・
・
・
戦
国
時
代
（
1
6世

紀
後
半

頃
）

第
２
期
土
塁
の
上
部
に

河
原
石
を
用
い
て
約

90
㎝
程
度
か
さ
上
げ
し
て

い
る
。

鎌
倉
時
代
の
溝

江
戸

時
代

末
期

以
降

の
水

田
耕

作
土

南

北

堀
底

に
据

え
ら
れ

た
礎

石

土
塁

か
ら
の

流
入

土

堆
積

土
は

水
分

を
帯

び
た

灰
色

を
な
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
堀

内
は

滞
水

状
態
で

あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
る
。

図
13
　
藤
並
館
跡
２
区
西
壁
土
層
堆
積
状
況
と
土
塁
の
変
遷

図
14
　
２
区
土
塁
基
本
層
序
略
図

湯浅党城館跡_資料集1_01-18_報告v15.indd   15湯浅党城館跡_資料集1_01-18_報告v15.indd   15 2021/03/03   13:342021/03/03   13:34



－16－ －17－

【２区土塁】　土塁は調査の結果、大きく３時期存在することが確認された（古い段階から第１期土塁～
第３期土塁と呼称する）。特に土塁の南端部では、保存状態の良好な鎌倉時代の土塁（第１期土塁）の
存在が明らかになった点が特筆できる。
　第１期土塁の規模は基底部幅3.4ｍ、高さ1.45ｍで、細かな砂利を盛って土止めとした後、盛土を行っ
て基底としている。基底部の盛土は土塁内側の館内部にも及んでいることから、土塁の構築は館の整地
と併行して行われたものと考えられる。上部は、厚さ10～20㎝程度の単位で小砂利を含む盛土と含まな
い盛土を交互に積み上げている。土塁の各構築土には、土師器・瓦

が

器
き

・白磁の小片が含まれており、そ
の年代観から第１期土塁の構築時期は13世紀後半と判断される。
　第２期土塁は、第１期土塁上に盛土を行いながら北側に拡幅しており、基底部幅6.1ｍ、高さ1.6ｍの規
模がある。土塁の構築法は、黒色土を主体に厚さ10㎝程度の比較的薄い黄色土を交互に積み上げている。
黒色土からは土器や瓦、鉄

てつ

鏃
ぞく

、碁石などが出土しており、第２期土塁の構築時期は15世紀代と判断される。
　第３期土塁は、第２期土塁の上部に河原石を用いて90㎝程度のかさ上げを行い、上部は比較的細かな
砂
さ

礫
れき

土を積み上げて北側へ大きく拡幅させている。その規模は現状の畑の石積間とほぼ同じ幅13ｍ程度
と想定される。第３期土塁のほぼ中央部では、12㎝の厚みで面的に堆積する焼土と多量の瓦・土壁を含
む焼土層が検出され、火災が発生していることが判明した。比較的狭い範囲から多量の瓦や土壁が出土
しており、付近に瓦葺き土壁造りの施設が存在したことが想定される。瓦葺き施設の構築は、第２期土
塁構築後から第３期土塁構築の間であると判断され、瓦の特徴からその時期は16世紀中頃から後半頃と
考えられる。また、第３期土塁の下層からは、鎌倉時代の溝や時期不明の遺構が検出され、館内部にも
遺構が存在することが判明した。

写真27　南堀畝状の高まりと礎石２（東から）写真26　２区南堀（東から）

写真29　２区南堀出土遺物写真28　南堀軒丸瓦出土状況（西から）
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瓦器 中国製白磁

写真31　第１期土塁断ち割り状況（東から）写真30　第１期土塁（東から）

写真32　第１期土塁出土遺物

写真36　第３期土塁焼土・被熱瓦の出土状況（東から）写真35　第３期土塁（南西から）

写真34　第２期土塁出土鉄鏃写真33　第２期・第３期土塁の断ち割り状況（南東から）
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調査成果
　藤並館跡の発掘調査では、保存状態の良好な鎌
倉時代の土塁が確認されたが、全国的に見ても中
世前期に遡る数少ない土塁の検出例として注目さ
れる。土塁の構築時期は13世紀後半と判断され、
城館の形成が13世紀代に遡ることが明らかになっ
た。藤並館跡が湯浅党関連の重要拠点であること
が確認され、当地域における同時代の在地領主は
藤並氏のみであることから、藤並氏関連の遺跡で
あると判断できる。15世紀には土塁の拡幅と箱堀
への改修が行われ、堀底には礎石とともに堰状遺
構が検出されたことから堀内の水を滞水させて灌
漑用水に用いていたと考えられる。16世紀中頃か
ら後半には建物に瓦葺きが導入されるとともに、
土塁の大規模な拡幅が行われる。この時期の土塁
上面では焼土と多量の瓦・土壁を含む焼土層が検
出され、付近に瓦葺施設が構築されたことが分か
る。これらのことから、藤並館跡は鎌倉時代の方
形居館を戦国期まで改修を繰り返しながら利用し
ていることが判明した。

４．おわりに　史跡 湯浅党城館跡の価値
　湯浅党城館跡は、豊富な中世文書を背景にして中世前期の武士団の典型事例として調査研究が進めら
れてきた湯浅党を象徴する遺跡である。湯浅城跡は、湯浅本宗家が本拠とする湯浅荘にあり、交通の要
衝を掌握するための町場に形成された拠点群とともに、丘陵に形成された軍事的な拠点として本拠を構
成する重要な要素である。発掘調査の成果から、大規模な平坦面が遅くとも13世紀には谷状の自然地形
を埋め立てて構築していることが判明するなど、その縄張りが湯浅氏によって形作られた可能性が高
まった。藤並館跡については、現存する土塁の下層において中世前期に遡る土塁が検出され、さらに土
塁のみならず下層遺構の存在からも館内部に中世前期の遺構が保存されている可能性が高まった。この
ことから、館の基本構造は藤並氏によって形成され、戦国時代にかけて改変が繰り返されたことが明ら
かとなった。
　湯浅城跡は湯浅氏「一門」の本拠を構成する重要遺跡で、儀礼の場であるとともに要害としての性格
を有し、一方、藤並館跡は平地に形成された支配拠点として「他門」の代表的な存在である藤並氏に関
わる遺跡であり、それぞれ湯浅党の「一門」と「他門」を象徴する城館として位置付けられる。湯浅党
の本拠地に形成されたこれらの城館跡は、豊富に残る文献史料と有田川流域に残る湯浅党関連の寺院や
石造物などとともに中世前期の社会状況を示しており、我が国の中世前期の武士団のあり方を知る上で
重要である。

写真37　第３期土塁　被熱した瓦と土壁

写真38　下層遺構（東から）
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はじめに
・湯浅一族との出会い

阿弖川荘の故地、東白上峰、施無畏寺からみた栖原湾の印象（４年生、1986）
和歌山県史編さん班助手（Ｍ1～Ｄ1、1987～1990）
和歌山県立博物館学芸員（1990～2001）

◦特別展「明恵 故郷（ふるさと）でみた夢」
◦『中世武士団と地域社会』『信仰の中世武士団』

・湯浅一族研究の魅力と意義
史料（☞坂本報告）と現地景観と人情と
戦後歴史学の中世武士団イメージの原型となった湯浅一族

◦武士団研究　…奥田真啓、安田元久、豊田武
◦民衆闘争史・法制史研究　…仲村研、上横手雅敬、河野通明、黒田弘子

１．湯浅一族の中世
・秀郷流藤原氏の系譜
・湯浅宗重　平家（小松家）家人から鎌倉御家人へ
・幕府と連携する保田宗光の台頭、湯浅本宗家の衰退
　　…惣領と家督の分離　→「湯浅人々」「湯浅御家人」≒党
・紀伊国上使、南朝守護　…一国レベルの地域権力
・山名義理の南征（1379）により没落

２．京の湯浅一族
・高雄止住（1168）に先行する、宗重と文覚との関係

宗重の在京活動は平家家人となった1159より
神護寺を在京活動の窓口に　※一族子弟の入寺

・平氏配下の在京武力（京武者）　※1178、平家の比叡山攻撃に侍大将
・承久の乱後、篝屋奉仕　→在京御家人
・京の拠点　３つの屋敷（四条坊門高倉、押小路堀川、光堂）

　西八条櫛笥の篝屋（承久の乱で警固→篝屋）
　神護寺　※大進坊

◎平氏政権・鎌倉幕府体制のもと、恒常的、積極的な在京活動
　　⇒政治的な効果だけではなく、本領の立荘や所職の獲得・維持に

湯浅一族の足跡と遺産 ―「湯浅党城館跡の位相」―

高橋　修（茨城大学人文社会科学部）

記念講演
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３．本領（苗字の地）の姿
・湯浅宗重が開いた本領（苗字の地）湯浅荘

宗重→平家→後白河院　⇒開発地を核に院領として立券
※宗重→文覚→後白河院　⇒桛田荘の神護寺領化（宗重は預所に）
※阿弖川宗氏の男子、阿弖川荘本所 ･ 円満院門跡覚仁法親王近習の寵童に

　町場の開発　※明恵の「ワマチ」　（資本→田畠の開発）
　二筋の熊野道（山手の道〔小栗街道〕と浜手の道〔道町を経由〕）
　石崎屋敷と白方宿所　院や貴族の宿泊地
　　　　　　　　　　　湊に接続
　　　　　　　　　　　霊場として　…明恵
・「一門」「他門」の諸家がそれぞれ本領（苗字の地）を形成

保田宗光の保田荘（星尾）、石垣荘河北（吉原、糸野、筏立）
崎山良貞の田殿荘（崎山屋敷）、宮原氏の宮原屋敷、藤並氏の藤並館

◎本領の要所（街道、湊）に町場を開き、その中核に屋敷を構築
　⇒中世武士団の開かれた日常の屋敷地、公共的な宗教的空間
　　その対極にある非日常の軍事施設＝　「城」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊湯浅城の戦い（☞新谷報告）

４．武士団の構成と構造
・「一門」と「他門」

その全体像は、湯浅景基寄進状（施無畏寺文書）の連署（49名）のみ
　…明恵（明恵伝説）という媒介環≒「信仰の中世武士団」
武士団とは、非日常時に連携しうる外枠

・宗光流保田氏のリーダーシップ
七郎宗光　幕府との緊密な連携　※後鳥羽院政期に配流
　　　　　承久の乱で復権、本宗家を凌ぐ　⇒「一門」「他門」の惣領
　　　　　明恵の外護者としての立場も父から継承
宗光の立場（惣領）を保田氏嫡流が継承
明恵八所遺跡の選定　一族結集の核となり領主と地域住民を結ぶ環となった明恵の伝承を宗光流の
　　　　　　　　　　拠点にひきつけて整備
　　　　　　　　　　＊星尾屋敷、糸野館、筏立屋敷
　　　　　　　　　　＊施無畏寺、神谷山最勝寺
　　　　　　　　　　＊崎山氏の崎山屋敷（崎山伽藍）
　　　　　　　　　　＊落選地（石崎屋敷、白方宿所、宮原屋敷）

・一門評定の実態　紛争の裁定、提訴の前提
・在京役奉仕の構造　篝屋警固

　　　　　　　　兵士、篝用途、在京用途、装束用途、下向用途
　　　　　　　　　＊命令の主体と送り先

◎本宗家に換わり、宗光流保田氏が惣領として「宗重跡」を継承
　宗光流を執行部とする合議組織を備え、一族を組織・統制
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５．領主として
・地域住民の高い自立性と政治的力量

湯浅荘民の天王寺造営材木搬出のサボタージュ
　◦材木を切り出し京に届ける能力とネットワーク
　◦「雇仕」という契約関係　※年貢・公事を越える負担
阿弖川荘百姓等の戦い
　◦公文光澄の地頭名（預所）拡大阻止（1259）　百姓等が定める境界
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　荘官・百姓による認知→領家進退
　◦逃亡跡をめぐる攻防　地頭支配の拡大のテコ？
　　　　　　　　　　　　現実は荒廃←百姓等の抵抗　※逃亡跡を買い取る百姓
　◦円満院門跡と直結し、本所・地頭間の協調を突き崩して訴訟を展開する政治力

・湯浅一族の町場開発や流通関与の意味
主従制よりも統治権が前面に
　※流通や交通の保証　市の平和維持活動　※大野市で野上神人を逮捕
　　　　　　　　　　　問職の斡旋　※紀伊湊の問丸道一を高野山に取り成し
※宗教的機能　＊明恵と明恵八所遺跡（湯浅氏⇔明恵⇔住民）
一族で連携した「長者」的な領主支配

◎地域住民の力量→主従制の深化の限界と統治権的支配の展開

６．紀伊国上使、南朝守護
・広域領主連合としての存在形態　←それを地域統合に利用する幕府
・悪党の時代

六波羅両使を独占する事例
紀伊国上使 ･ 保田宗家

・南朝守護 ･ 保田宗兼
1332、阿弖川・藤並・糸我氏等と楠木正成傘下に→建武政権、南朝
大野郷の守護所を領有

◎幕府や南朝の紀伊一国支配を実質化する地域権力としての姿

おわりに
・湯浅一族の紀伊没落―『花営三代記』康暦元年（1379）２月―

９日、山名義理・氏清・時義等、藤並に侵攻、湯浅城落城
11日、石垣城落城、湯浅一族没落

・有田郡に生き残る湯浅一族（☞佐藤報告）
◎史料から復元できる平安後期～南北朝期の中世武士団の全体像と多様で豊かな遺跡群の総体が
　〈湯浅一族の遺産〉⇒その中での国史跡「湯浅党城館跡」
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 ⑧⑧
『『
有有
田田
郡郡
誌誌
』』  

 

石
崎

海
水
此
辺
ま
で
湾
入
し
、
船
着
場
な
り
し
が
如
し
、 

 
天
皇
も
か
ね
て
勅
詔
あ
り
、
石
崎
ま
で
御
船
に
て
は
る
ば
る
と
御
幸
ま
し

ま
し
、
（「
今
城
寺
縁
起
」） 

 

⑨⑨
『『
紀紀
伊伊
続続
風風
土土
記記
』』  

 

熊
野
の
往
還
、
今
の
道
よ
り
東
に
あ
り
て
、
吉
川
村
よ
り
逆
川
に
従
ひ
て
、

山
の
東
の
麓
よ
り
南
行
し
て
直
に
別
所
の
村
中
に
出
つ
、

 
 

⑩⑩
『『
有有
田田
郡郡
誌誌
』』  

 

小
栗
街
道

大
宮
の
馬
場
頭
を
横
ぎ
り
、
直
に
南
し
て
満
願
寺
山
の
東
に

出
づ
る
細
径
あ
り
、
最
も
古
き
熊
野
街
道
の
跡
に
し
て
、
御
輦
街
道
と
称

せ
し
を
、
後
世
小
栗
判
官
の
事
跡
を
附
会
し
、
小
栗
街
道
と
い
ふ
に
至
れ

り
、 

 

⑪⑪
『『
高高
山山
寺寺
明明
恵恵
上上
人人
行行
状状
』』（（
漢漢
文文
行行
状状
））  

  

其
年
（
承
元
四
）
四
月
、
民
部
卿
長
房
卿
熊
野
詣
下
向
時
、
於
白
方
宿
所

上
人
対
面
之
次
、
花
厳
金
師
子
章
注
釈
、
重
有
懇
望
之
趣
、 

 

⑫⑫
『『
吉吉
記記
』』

承
安
四
年
（
一
一
七
四
）
九
月
条  

 

十
七
日
（
中
略
）
、 

湯
浅
庄
立
券
使
庁
官
経
弘
入
洛
事 

湯
浅
庄
立
券
使
庁
官
経
弘
沙
汰
了
、
今
日
入
洛
、 

 

廿
五
日
（
中
略
）
、 

宿
湯
浅
事 

昏
黒
着
湯
浅
入
道
堂
、 

 

⑬⑬
『『
熊熊
野野
御御
幸幸
記記
』』

建
仁
元
年
（
一
二
〇
一
）
一
〇
月
廿
三
日
条  

 

入
湯
浅
五
郎
儲
過
差
事 

（
前
略
）
午
始
許
入
湯
浅
宿
所
、
此
所
五
郎
と
云
男
宿
所
事
甚
過
差
、
予

之
不
堪
感
、
引
所
餞
鹿
毛
馬
了
、 
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－31－

はじめに
　歴史を語るには、その素材（根拠）となる史料（資料）が不可欠である。歴史の材料には、古文書や
古記録をはじめ、美術工芸品（絵画や彫刻など）や埋蔵文化財（考古資料）、地名、伝承、地形など、
様々なものがある。そのなかでも、歴史を叙述するうえにおいて大きな位置を占めるのが、文字史料と
しての古文書や古記録である。ここでは、湯浅党の歴史を考えるうえで、現在どのような古文書・古記
録（本稿ではまとめて「古文書」とする）が残されているのか、それを提示しつつ、そこから明らかと
なる武士団としての湯浅党の特徴について紹介していきたい。

（１）有田郡に残る湯浅党関係の古文書
　湯浅氏がいつ頃から紀伊国有田郡で活動を始めるのか、この点は史料的に明らかでない。湯浅宗重の
父宗永は湯浅住人として見え、粉河寺（紀の川市）に信仰を寄せており（「粉河寺縁起」第13）、この頃
には湯浅を拠点に那賀郡まで活動域を広げていたものと思われる。その後、湯浅宗重の代になって『平
家物語』に登場するなど、平氏政権のなかで歴史の表舞台に現れ、以後大きな勢力となってゆく。鎌倉
期においては、紀伊国全体に大きな影響力を及ぼす存在となる。南北朝の内乱期で衰退するものの、一
族のうち室町幕府や守護畠山氏の被官となり命脈を保った勢力もあった。湯浅党の歴史は、有田郡の歴
史と言っても言い過ぎではないだろう。
　ここでは有田郡内に残された湯浅党関連の古文書について、まずはおさえておきたい。

①崎山家文書
　崎山家文書は、湯浅本宗（嫡流）家に関わる文書群である。鎌倉時代の系図（【史料１】）と文書26通。
和歌山県指定文化財。なお、そのほか未指定の戦国期の文書、近世文書なども残る。

写真１　湯浅一門系図〈崎山家文書〉（施無畏寺蔵）【史料１】

湯浅党の古文書
坂本 亮太（和歌山県立博物館）

基調報告１
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　崎山家文書は、鎌倉時代の系図と文
書の写しが１巻にまとめて残されてい
るが、それは鎌倉時代に本宗家（阿願
（宗村））と藤並氏（悟）とが田殿荘（有
田川町）の領有をめぐって争った訴訟
の際に、本宗家が提出した具書案（添
付資料の手控え）である。従来、崎山
家文書を主な素材として、湯浅党の内
部構造（一族結合）や鎌倉幕府との関
係などが論じられてきた（安田元久
1964・湯川雅史1996など）。ただし、
相論にかかわる具書案ということもあり、使用にあたっては注意を要する（朱書で藤並氏を批判するよ
うな文言もある）。しかし、文書自体はすべて鎌倉期には湯浅本宗家に伝来した文書群であり、上記の
ような性格を理解したうえで詳細に検討することにより、武士団としての湯浅党の性格や内部構造に迫
ることも可能である（高橋修2000）。
　特に注目すべき史料として、湯浅宗重跡本在京結番定文案（【史料２】）がある。系図とあわせ当時の
湯浅党の全貌（一門・他門）がわかるとともに、湯浅党が輪番で京都の警固活動をしていたことがうか
がわれる。そしてそれが御家人としての役目を果たしていたという根拠にもなっていた。
⇒　�刊本：『和歌山県史』中世史料二など

②御前家文書
　御前家文書は湯浅党貴志氏に関わる文書群である。
南北朝時代～室町時代の文書15通。そのほか、近世文
書も残る。
　貴志氏は、保田宗業の養子となることで湯浅党に属
するようになった一族で、他の諸氏と比べると湯浅党
への参加が遅い点などは、若干特殊である。御前家は
貴志氏の家老と伝え、貴志氏より養子を迎えたため、
貴志氏関連の文書が残されることになったと考えられ
ている。貴志氏は、平安期より貴志荘（紀の川市）を
拠点としつつ、那賀郡・伊都郡など紀の川流域に影響
力を有するとともに、鎌倉期には神野・真国荘志賀野
村（紀美野町）の公文をつとめ、南北朝期には保田荘
（有田市）の領有が認められるなど、徐々に南ヘと勢力を拡大していった。湯浅党のなかでは珍しく、
南北朝内乱の当初より北朝（室町幕府）方に属し、室町幕府将軍足利氏・執事高氏などから受けた文書
が残される（【史料３】）。正平一統（正平６年（1351）の北朝と南朝による一時的な和睦）後、貴志氏
は一時南朝方に属するものの、室町期に至ると紀伊守護畠山氏の被官となっていた。室町幕府と湯浅党
との関係（湯浅党のその後）をうかがうことができる史料としても注目すべきものである。
⇒　刊本：『和歌山県史』中世史料二など

写真２　湯浅宗重跡本在京結番定文案〈崎山家文書〉
（施無畏寺蔵）【史料２】

写真３　足利直義袖判下文〈御前家文書〉
（個人蔵）【史料３】
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③施無畏寺文書
　施無畏寺は、湯浅荘（湯浅町）内に所在した真言宗の寺院である。施無畏寺には中世文書48点（鎌倉
～戦国期）のほか、明恵上人行状記（甲本・乙本）や貞元華厳経などの聖教・典籍類、境内絵図も残さ
れる。多くが国指定重要文化財、和歌山県指定文化財となっている。

　明恵は神護寺（京都市）で出家した後、建久６年
（1195）紀州に下向し、白上峯に草庵を営み修行に
励んでいた。寛喜３年（1231）、湯浅景基は白上峯
に一宇の堂舎を建て、明恵に寄進したのが施無畏寺
である。【史料４】は、施無畏寺の成立に関わる文
書であり、湯浅党諸氏（郡内一家49名）が連署して
殺生禁断を誓い、違反した者には「一家同心」して
一族を召し放つという規定もある。まさに明恵とい
う高僧に対する信仰を媒介として、保田氏主導のも
と一族結集を図っていることを知ることができる
（高橋修2016）。貞永元年（1232）に明恵が亡くなっ
た後も、明恵の弟子喜海と保田氏を中心に、明恵ゆかりの地として信仰を集めた。
　施無畏寺文書は、湯浅党の一族結合の核となった寺院（後には墓所堂が営まれる）の様子を知ること
ができるとともに、湯浅荘に関わる基本史料でもある。中世後期には、畠山基国が紀伊守護となったあ
と、すぐに安堵を受けているように、地域権力の変遷を知ることができる点も、有田郡内の文書のなか
では重要な点である。
⇒　�刊本：『和歌山県史』中世史料二、明恵上人行状記（甲本・乙本）については『明恵上人資料』
第一に掲載。

写真４　湯浅景基寄進状〈施無畏寺文書〉（施無畏寺蔵）【史料４】

写真５　施無畏寺
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④歓喜寺文書
　歓喜寺は、石垣荘（有田川町）内に
所在した浄土宗の寺院である。中世文
書８点（鎌倉～室町期）が残り、鎌倉
期の文書には湯浅党諸氏による寄進
状、湯浅党の面々が保証人として署判
した文書がある。
　歓喜寺がある吉原村は明恵誕生地と
されるため、明恵の弟子である喜海が
宣揚門院（後白河天皇の皇女）に申し
入れ、年貢免除の地としたうえで、後
に保田宗氏も協力して建立（再建）し
た寺院である。歓喜寺には藤並荘（有
田川町）や湯浅荘（湯浅町）など周辺
荘園の土地が、藤並氏や阿弖川氏など
周辺の諸氏によって寄進されているよ
うに（【史料５】）、歓喜寺は広く湯浅
党の信仰を集める寺院であった。寄進
地の妨げを行った者は一族を召し放つ
という文言もある。
⇒　�刊本：『和歌山県史』中世史料二

⑤神光寺文書
　神光寺は、保田荘（有田市）内に所
在した天台宗の寺院で、星尾寺六坊の
一つである中の坊の後身にあたる。神
光寺には10点の中世文書（鎌倉～南北
朝期）が残り、有田市指定文化財となっ
ている。本寺であった高山寺（京都市）
にも星尾寺関連文書が残る。神光寺文
書は、鎌倉期における湯浅党の屋敷の
様相、さらにその後の展開を知ること
ができるものとして極めて重要である。

写真６　歓喜寺

写真７　地頭藤並松石丸等連署名田寄進状〈歓喜寺文書〉
（歓喜寺蔵）【史料５】

写真８　星尾寺跡（神光寺周辺）
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　文暦元年（1234）、宗光の子である宗業が屋敷地を三宝（仏・法・僧）に寄進し、星尾寺を建立した【史
料６】。弘長2年（1262）に寺域を拡大し、鎌倉幕府より殺生禁断・甲乙人の乱入狼藉停止の下知状も得
ており、京都高山寺とも関係の深い寺院であった。保田荘には貴志氏が関わっていたこともあり、南北
朝初期の文書には北朝方の文書、正平一統（1351年）後には南朝方の文書が残る点も特徴的と言えよう。
⇒　�刊本：『和歌山県史』中世史料二

＊　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊
　そのほか、有田郡内には、美術工芸品（造像銘記や石造物）、建築資料（棟札）、聖教・典籍類（大般
若経）などの文字史料が多く残る点も重要である。これらは主に、『吉備町誌』『金屋町誌』『清水町誌』
『湯浅町誌』『広川町誌』などに載せられる。
　以上、有田郡内の湯浅党に関わる古文書について概観した。武家文書（①・②）が少ない反面、地域
の寺社（③～⑤）に古文書が多く残されているという特徴がある。そのため、武士団の内部構造（惣領・
庶子の関係）や、武士の側から見た地域社会、さらには軍事情勢等を把握するには限界がある。ただし、
残された史料を丁寧に読み込むことで、その限界を打破し、惣領保田氏の存在形態等を明らかにしたの
が高橋修氏の一連の研究である（高橋修2000・2016）。
　そして、何より地域の寺社に古文書が多く残されているということが大きな特徴といえる。このよう
な古文書の残存状況も背景にあり、「信仰の武士団」という湯浅党の姿が描かれたともいえよう（高橋
2016）。古文書の残りかたそれ自体が、社会集団の性格に直結していると言い換えることもできる。

（２）有田郡外に残る湯浅党に関わる古文書
　湯浅党関係の古文書としては、地元和歌山だけでなく、荘園領主や京都の寺社にも残るという点が大
きな特徴である。特に湯浅一族のなかには、湯浅宗重の子である浄覚（上覚、行慈）、平重国と宗重娘
の間に生まれた明恵がいたため、京都の神護寺・高山寺に関連史料が残されている。

①神護寺文書
　神護寺は、京都市右京区梅ヶ畑高雄町にある高野山真言宗の別格本山。神護寺を中興した文覚は阿弖
河荘（有田川町）の下司職を宛てがわれており、神護寺の造営・復興においては有田郡を中心とする紀
伊国が重要な役割を果たしていた。神護寺僧の浄覚は、明恵の伯父にあたり、文覚のもとで（また文覚
配流・没後も）神護寺復興に尽力した（仲村研1978・山田昭全2014）。神護寺文書のなかには、湯浅党
の動向をうかがわせるもの、紀伊国内での材木調達（伐採・津下）の様子を知ることができるものもあ
る。湯浅党の子弟が、京都の寺社でどのような立場にあり、どのような活動をしていたのか、また現地

写真９　湯浅宗業寄進状案〈神光寺文書〉（神光寺蔵）【史料６】
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の武士団とどのような関係を有していたのかなどがわかるのである。また、湯浅党諸氏が伊都郡桛田荘
（かつらぎ町）や日高郡河上荘（日高川町）などの神護寺領荘園の荘官をつとめていたことなどもわかる。
⇒　�刊本：坂本亮太・末柄豊・村井祐樹編『高雄山神護寺文書集成』など

②高山寺文書
　高山寺は京都市右京区梅ヶ畑栂尾にある明恵房高弁が中興し
た寺院。明恵は、伯父浄覚をたより神護寺で出家したあと、厳
しい戒律を守り、栂尾に高山寺を建てて、高山寺と施無畏寺と
往反しながら修行生活を送っていた（田中久夫1961ほか）。明
恵に関係する史料（明恵や弟子たちが残した記録類）や高山寺
の経営・造営に関わる文書が残るのはもちろんのこと、本末関
係にあった有田郡内の寺社（星尾寺など）に関わる文書も残る。
特に夢記や明恵上人行状記は、明恵という個人が捉えた有田郡
と湯浅党のあり方を伝えてくれる希有な史料である。さらに高
山寺に残る聖教・典籍類のなかには、明恵が有田郡内の草庵（寺
社や屋敷）で書写したものも多く含まれており、有田郡内の寺
社の存在を知ることができる（高橋修2016）。中央と地方との
双方向の関係性をうかがうことができる点で重要である。
　湯浅党が自らの子弟を京都の寺院（神護寺や高山寺など）に
入寺させていたという形態は注目される。明確に武士団と京都
の寺社との関係を確認できる事例は、湯浅党をおいて他にない。
武士団が中央の寺社とどのように関わり、またその影響をどの
ように受けていたのかを知ることができるものとして、湯浅党
は貴重な事例を提供している。
⇒　�刊本：『高山寺古文書』、『明恵上人資料』第一～第四など

③高野山文書
　京都の寺院と関係がある一方で、近くにあっ
た高野山（高野町）にも多くの関連する古文書
が残る。特に阿弖河荘（有田川町）関係文書の
なかにも湯浅党は登場する（『紀伊国阿氐河荘
史料』一・二）。「ミミヲキリ、ハナヲソキ…」
という阿弖河荘上村百姓等申状は地頭湯浅氏の
非法を訴えたものとして、教科書などにも取り
上げられるためよく知られている。
　阿弖河荘は本家が円満院、領家が寂楽寺の荘園であるが、高野山金剛峯寺も「弘法大師御手印縁起」
を用いて旧領と称し、一円化を求めて積極的に関与した。湯浅氏は文覚より阿弖河荘地頭職を譲られた
と称し（「吾妻鏡」）、阿弖河荘においては地頭（時には下司・預所）として位置した。そのため、高野
山と湯浅氏・寂楽寺は、阿弖河荘の領有をめぐって激しい相論を展開した。その結果、高野山文書には

写真10　明恵上人像（施無畏寺蔵）

写真11　阿弖河荘上村百姓等申状（金剛峯寺蔵）
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湯浅党に関わる記述も多く含まれ、荘園のなかにおける湯浅党の存在形態を知ることができる。有田川
下流域の武家文書や寺社文書では、荘園内における湯浅党の位置、百姓等や荘園領主との関係などを知
ることは極めて難しいなかにあって、高野山文書を用いた阿弖河荘研究は、唯一、荘園内における湯浅
氏の存在形態をうかがわせてくれるものである。
　なお、湯浅宗重の子供には、高野山の検校になった宗禅がおり、高野山にも子弟が入寺していた。ま
た保田宗光の三男宗氏は、阿弖河荘の本所である円満院門跡覚仁法親王のもとへ入室したこともあり、
宗氏も息子の一人を覚仁の近習であった米持王の養子（猶子）としていた（高橋修2000）。湯浅党諸氏
は様々な寺社・貴顕層のもとに子弟を送り込み、そこで形成された人脈が湯浅党の活動を支えてもいた。
逆に現地に派遣された荘官などは、湯浅党と姻戚関係を結ぶなど、双方向で人的関係が緊密化もしてい
た。
⇒　�刊本：大日本古文書『高野山文書』一～八、金剛峯寺編『高野山文書』第一巻～第七巻のほか、
高野山御影堂文書を収録した『清水町誌』史料編や『紀伊国阿氐河荘史料』一・二がある。

＊　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊
　そのほか『平家物語』『太平記』などの軍記物、『吾妻鏡』などの歴史書、「明恵上人歌集」「十訓抄」
などの文芸書にも、湯浅党に関わる記事が散見する。特に文芸書については、十分に調査が進んでいな
いため、まだまだ新たな史料が見つかる可能性もある。

おわりに
　以上、湯浅党に関わる古文書を概観した。湯浅党の古文書に関して特徴的なことを挙げると、主に４
点にまとめられる。

①武士団の「惣領」「家督」に残る文書が限定的ということ
　これまで多くの武士団は惣領家に残る文書群を素材に、そのあり方が描かれてきた。しかし、湯浅党
は「惣領」に残る文書は限られており、これまでの武士団の理解とは違った側面が見えてくる。もう少
し別の言い方をすると、惣領と庶子の関係など、武士団の内部構造を明らかにするうえでは限界性を抱
える一方、「惣領」の強力な統制力をうかがうことはできず、むしろ庶子の独自性・自立性をうかがう
ことができる事例ということができる。湯浅党については、「惣領」（御家人役勤仕責任者）と「家督」（一
族の長）の地位が、保田家と本宗家とによって分掌される希有な武士団と位置づけられる（田中2014）
のも、このような古文書の残り方とも対応する。一族の「長」の特異さ、そして庶子の独立性など、武
士団としてのまとまり（関係性、バランス）を知ることができる興味深い事例ということができる。こ
の点は湯浅党の個性と捉えることができる。

②地元の寺院に残る文書が多いということ
　施無畏寺・神光寺・歓喜寺など、有田郡内の寺院にまとまって中世文書が残される。そのため、地域
の寺社や信仰のあり方、特に武士団が高僧・寺社を介してどのように地域（や民衆）と関わりをもとう
としていたのかを知ることができる。しかも湯浅党の場合、湯浅党諸氏の屋敷が後に寺院になるなど、
武士の拠点（本拠景観）と寺社との関連性をうかがうことができる点も興味深い。また、寺院や寺僧（明
恵）を中核として（臨時的・政治的に）一族結合するというかたちも、湯浅党は興味深い事例として注
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目を集めている。しかもその後、惣領保田家が「明恵八所遺跡」を興行することで、地域支配を行って
いたことなども明らかになっている（高橋修2016）。

③京都などの寺社、荘園領主の側にも文書が残るということ
　京都の神護寺・高山寺などにも古文書が残り、京都と地方との密接な関係性（往来・影響関係）を知
ることができる点にも特徴がある。武士団は、現地（田舎）にいるだけでなく、都市（京都）にも拠点
を構えて活動していたことなどが、史料から明らかになるのである。特に浄覚や明恵などの湯浅党の子
弟が京都の寺社（神護寺・高山寺）に入寺し、これらの寺院で果たした役割などを知ることができる。
さらに、星尾寺と高山寺とは本末関係にあった。また高野山文書や明恵上人行状記等からは、湯浅氏（保
田氏や糸我氏）が京都に屋敷地を所持していたことも判明する。京都の寺院（寺僧）・屋敷が、有田郡
との政治的・経済的・文化的な窓口として機能し、武士団をめぐる京都―地方（有田郡）との関係を表
している。
　同時に荘園領主側にも古文書が残ることから、荘園（阿弖河荘中心となるが）のなかにおける武士団
の活動、特に荘園領主や百姓層などとの交流や対立の実態をうかがうことができる。

④多角的な視点で武士団を捉えられるということ
　上記①～③とも関わるが、武士団、特に惣領家（および家督家）にまとまって史料があるのではなく、
武家文書・在地寺社文書・（中央）寺社文書など、多様な文書群にその活動の表れることが挙げられる。
惣領などの一方向の目線ではなく、惣領・家督、庶子、在地寺社、荘園領主（権門寺社）、さらには明
恵といった寺僧など、多角的な視点で武士団の動向を観察できる点が何より重要である。むしろ、この
ような史料の状況であるからこそ、湯浅党においては「惣領」と「家督」が異なるという特異な武士団
の姿が明らかになったともいえる。

＊　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊
　以上、古文書から見た湯浅党の特徴について述べてきた。課題については様々あるが、史料の収集と
いう点に関して最後に触れておきたい。今回、できるだけ関連史料を収集するように努めたつもりでは
あるが、完全を期すことはできなかった。特に、公家日記などに湯浅党や有田郡がどのように、またど
の程度登場するのか、実はいまだ明らかになっていないところもある。そこから新たな中世の有田郡像、
湯浅党像が描かれる可能性もある。特に有田郡内の自治体史は、ほとんどが今から40年以上前に刊行さ
れたものであり、あらためて史料の収集・集成をす
る必要があるのではないか。個人では限界があるた
め、組織的、網羅的に史料を収集する必要性を痛感
している。
　また、近年和歌山県立博物館において、湯浅党・
明恵に関わる史料（のうち巷間に流出した古文書等）
も積極的に収集している。これら文書が流出してい
るというのも憂慮すべき事態と考えている。史料の
所在確認も含めて、継続的に、かつ積極的に調査を
進めていく必要がある。これらの点を今後の課題と
して、共有していただけたら幸いである。

写真12　高師直施行状（和歌山県立博物館蔵）
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し
、
其
身
の
と
か
に
を
き
て
ハ
、

（
任
）

（
咎
）

御
寺
之
は
か
ら
い
に
し
た
か
ひ
て
、
庄
務
之
仁
之
沙
汰
と
し
て
、

（

計

）

（

従

）

こ
ら
さ
る
へ
き
也
、
又
御
寺
之
堺
外
に
、
各
寄
進
す
る
所
之
田

畠
、
当
庄
内
に
散
在
し
て
こ
れ
あ
り
、
坪
付
別
紙
に
具
也
、
彼

寺
地
等
に
お
き
て
ハ
、
地
頭
分
之
免
給
を
付
て
、
所
当
公
事
と

い
ふ
事
、
一
向
の
そ
き
畢
、
如
此
定
置
た
る
状
を
、
い
さ
ゝ
か

（
除
）

も
そ
む
く
事
あ
ら
ん
子
孫
ニ
お
き
て
ハ
、
な
か
く
庄
務
仁
た
る

（
背
）

へ
か
ら
す
、
偏
ニ
信
心
を

至

、
ね
ん
こ
ろ
に
興
隆
の
志
ふ
か

（
致
）

（

懇

）

（
深

）

ゝ
ら
ん
子
孫
を
も
て
、
相
伝
の
仁
と
す
へ
き
也
、
凡
末
代
た
り

と
い
へ
と
も
、
不
思

儀

之
霊
相
を
わ
し
ま
す
所
也
、
彼
因
縁

（
議
）

し
り
た
る
人
、
た
れ
か
あ
ふ
き
信
せ
さ
ら
ん
や
、
当
寺
ニ
お
き

（
知
）

（
誰
）

（
仰
）

て
ハ
、
尤
栂
尾
の
御
流
を
う
け
て
、
年
臈
・
戒
臈
に
よ
る
へ
か

ら
す
、
上
人
の
御
門
弟
之
御
中
ニ
、
智
行
共
ニ
す
く
れ
、
慈
悲

ふ
か
く
、
興
隆
之
志
お
わ
し
ま
し
て
、
婬
酒
之
二
戒
を
堅
た
も

（
保
）

ち
た
ま
ひ
た
ら
ん
を
長
老
と
し
て
、
寺
務
を
い
た
す
へ
し
、
若

此
二
戒
を
ま
ほ
ら
さ
ら
ん
寺
僧
を
ハ
、
諸
衆
之
は
か
ら
い
と
し

（
守
）

て
、
寺
中
を
出
す
へ
き
也
、
所
詮
、
和
合
僧
を
本
と
し
て
、
別

の
主
あ
る
へ
か
ら
す
、
仍
為
後
代
、
寄
進
状
、
如
件
、

壬

弘
長

卯
月

日

保
田
庄
地
頭
左
衛
門
尉
宗
業

戌

在
判

６
　
湯
浅
宗
業
寄
進
状
案（
神
光
寺
文
書
）
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－40－ －41－- 1 -

湯
浅
党
の
古
文
書

史
料
編

２２

湯湯
浅浅
宗宗
重重
跡跡
本本
在在
京京
結結
番番
定定
文文
案案
（（
崎崎
山山
家家
文文
書書
））

次
第

湯
浅
入
道
宗
重
法
師
跡
本
在
京
結
番
事

不
同

『
他
門
』加

大
豆
田

一
番

田
殿
庄

正
月
九
日
ま
て

五
ヶ
日
定

『
他
門
』

二
番

田
仲
庄

同
十
九
日
ま
て

三
番

糸
我
庄

同
廿
七
日
ま
て

加
長
谷
川

四
番

石
垣
河
北
庄

二
月
廿
七
日
ま
て

村
定

丁
・
塩
津
、
今
年
除
之

除
九
日
大
崎
、
加

五
番

浜
仲
庄
『
他
門
』

三
月
十
五
日
ま
て

小
倉
新
庄
三
ヶ
日

幷
公
文
分
三
ヶ
日
及
真
松
名
一
日
一
夜
定

『
他
門
』

『
他
門
』

加
当
麻
幷
村
三
ヶ
日

六
番

宮
原
庄

同
月
廿
八
日
ま
て

三
分
一
役
今
年
除
之

丹
生
図

七
番

石
垣
河
南

四
月
廿
日
ま
て

十
ヶ
日

八
番

湯
浅
庄

五
月
晦
日
ま
て

九
番

同
庄

多
・
須
原

六
月
廿
日
ま
て

『
他
門
』

十
番

六
十
谷
・
紀
伊
浜

七
月
廿
日
ま
て

十
一
番

芳
養
庄
東
西

八
月
十
日
ま
て

加
丸
田
・
大
崎
・
岩
野
川

十
二
番

保
田
庄

十
月
三
日
ま
て

阿
弖
河
上
方
半
分
定

除
上
方
半
分

十
三
番

阿
弖
河
庄
上
下

同
月
廿
五
日
ま
て

真
松
名
一
日
一
日
夜

『
他
門
』

加
糸
河
一
日

十
四
番

木
本
東
庄

十
一
月
廿
六
日
ま
て

一
夜
定

十
五
番

同
西
庄

十
二
月
廿
六
日
ま
て

十
六
番

田
殿
庄
上
方

明
年
正
月
十
一
日
ま
て

『
他
門
』

十
七
番

藤
並
庄

二
月
六
日
ま
て

右
守
結
番
次
第
、
無
懈
怠
、
可
被
勤
仕
之
状
、
如
件
、

正
応
二
年
十
二
月

日

３３

足足
利利
直直
義義
袖袖
判判
下下
文文
（（
御御
前前
家家
文文
書書
））

（
花
押
）

（
足
利
直
義
）

宗
家

下

湯
浅
貴
志
人
等
一
通
有
勝

可
令
早
領
知
紀
伊
国
阿
手
河
庄
内

真
松
名
金
垣
内
地
頭
職
事

右
、
任
祖
父
浄
宗
去
々
年
九
月
廿
一
日
譲
状
、
可
領
掌
之
状
、

如
件
、康

永
四
年
七
月
十
七
日

４４

湯湯
浅浅
景景
基基
寄寄
進進
状状
（（
施施
無無
畏畏
寺寺
文文
書書
））

（
外
題
）

「
深
依
奉
随
喜
大
願
、
領
掌
此
事
、
即
為
本
堂
供
養
、
下
向
之

次
、
所
加
判
行
也
、

寛
喜
三
年
四
月
十
七
日
、
奉
供
養
之
、

沙
門
高
弁
（
花
押
）

」

湯
浅
庄

巣

原
村
施
無
畏
寺

（
栖
）

四
至

限
東
井
谷
東
峯
、
限
西
多
坂
路
、

山
限
南
大
道
、
北
限
白
上
北
大
巌
根
、

限
北
布
都
尾
崎
、

海

限
南
舟
崎
、

右
、
白
衣
弟
子
藤
原
景
基
所
領
内
湯
浅
庄
巣
原
村
白
神
上
峯
者
、

明
恵
上
人
御
房
御
壮
年
之
当
初
、
閑
居
之
御
遺
跡
也
、
仍
於
此

麓
、
建
立
別
所
、
名
号
施
無
畏
寺
、
限
山
海
四
至
、
永
禁
断
殺

生
、
以
此
山
寺
、
所
奉
寄
進
栂
尾
明
恵
上
人
御
房
也
、
願
以
此

善
根
、
永
奉
助
二
親
後
世
、
乃
至
自
他
同
預
見
仏
聞
法
之
大
益
、

此
事
雖
為
景
基
之
進
止
、
限
永
代
、
為
防
殺
生
之
狼
藉
、
申
請

上
人
御
房
幷
郡
内
一
家
之
連

暑

、
永
所
安
置
寺
内
、
如
件
、

（
署
）

辛

寛
喜
三
年

四
月

日

藤
原
「
景
基
」
（
花
押
）

（
別
筆
）

卯

（
奥
書
）

「
件
寺
敷
地
殺
生
禁
断
之
事
、
任
本
願
之
趣
、
限
未
来
際
、
敢

不
可
有
改
転
、
且
上
人
御
房
御
判
行
明
鏡
也
、
然
者
守
此
状
、

各
勿
令
違
犯
、
若
背
斯
旨
之
輩
出
来
者
、
冥
専
蒙
伽
藍
護
法

譴
責
、
幷
可
漏
上
人
御
房
値
遇
之
善
縁
也
、
顕
又
一
家
同
心
、

而
速
可
放
其
氏
也
、
仍
加
暑
判
矣
、

沙
弥
浄
心
（
花
押
）

藤
原
光
明
（
花
押
）

（
湯
浅
宗
光
）

沙
弥
成
願
（
花
押
）

藤
原
景
季

藤
原
宗
弘
（
花
押
）

紀
良
孝
（
花
押
）

沙
弥
善
真

藤
原
盛
資

（
湯
浅
宗
基
）

沙
弥
阿
仏
（
花
押
）

藤
原
宗
基

沙
弥
念
西
（
花
押
）

藤
原
業
光
（
花
押
）

散
位
源
宗
衡
（
花
押
）

藤
原
宗
信
（
花
押
）

藤
原
光
重
（
花
押
）

藤
原

前
刑
部
丞
藤
原
貞
重
（
花
押
）

前
刑
部
丞
橘
資
重
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－42－ －43－

はじめに
・城郭史の「常識」
　本格的な防御施設を構える居館は中世後期
　恒常的な山城は戦国期
・湯浅党と城館
　中世前期に紀伊国北部～中部で活躍した武士団。有田郡を中心にゆかりの城館跡が点在。
　⇔後の畠山氏（紀伊国守護）の本拠域との重なり。現状は中世後期の改修を受けたもの？
＊湯浅党の時代と城館の時代のズレ←「常識」という色眼鏡
　今回の総合調査で同時代性が証明（指定の根拠）
　→湯浅党城館跡を構成する藤並館・湯浅城の歴史的価値
　湯浅党城館跡が提起する新たな城郭史の展開（紀伊国に即して）

１．藤並館調査の意義
・構造上の特色
　東西75ｍ、南北87ｍの方形に近い城館。周囲に堀と土塁をめぐらす。
　↑武士の居館としてイメージしやすい姿

藤並館測量図（有田川町教育委員会）

城郭史からみた湯浅党城館跡
新谷 和之（近畿大学文芸学部）

基調報告２
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－42－ －43－

　But 土塁が現地表面上で確認できる方形居館は紀伊国では唯一。畿内に限っても類例は少ない。
・土塁の構築
　概ね３段階にわたり拡幅を繰り返す。最も古い時期の土塁は13世紀後半頃に構築。
　→鎌倉時代には既に土塁が存在　⇔中世前期の城館は防御性が低い
　※有田川沿いの平野部に位置。地形を活かした防御ができないため、人為的に防御施設を構築？
・開発の拠点
　当城は、この一帯の古代以来の中心域からは外れる
　→藤並荘の開発＆支配拡大の拠点　灌漑水路

２．湯浅城の構造と特質
・立地
　標高77.6ｍの独立峰。北側の傾斜は厳しく、南～西は山田川が流れる。
・構造
　最高所の曲輪Ⅰを中心に、各尾根筋に曲輪が展開。もとの地形を活かしつつ、一定の造成を行う
　（特に曲輪Ⅳ）

藤並館周辺地籍図トレース（有田川町教育委員会）
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　この規模の山城にしては空堀が少なく、切岸主体の防御となっている。
・発掘調査
　曲輪Ⅳの調査で大きな成果。
　４時期以上の造成。少なくとも13世紀には曲輪が存在。
　礎石建物の構築＝恒常的に維持される建物が存在
　→曲輪Ⅳが尾根上の曲輪群によって防御される格好。居住の中心。

３．湯浅党城館跡からみた紀伊の城郭史
・南北朝内乱
　南朝方についた湯浅党の諸氏は没落。有田郡は守護の勢力基盤に。
・守護所の移転
　紀伊の守護館は永穂→大野→広と徐々に南へ移転。
　湯浅党を含む南朝方勢力の掃討が、紀伊国守護の重要な政治課題。
　広の守護所…港津を押さえる平地の館と、熊野街道の掌握を意図した山城のセット関係
　→湯浅城の戦略的意義は喪失。
・湯浅党城館跡からの「学び」
　畠山氏の奥郡支配…15世紀前半には恒常的な「要害」が存在
　→�内乱を経るなかで、軍事拠点としての山城を維持する必要性を認識。「要害」は、室町期の紀伊の

守護拠点を構成する一要素。その先鞭としての湯浅党城館跡。
　�「要害」の維持・管理には在地の勢力が動員…そこで城づくりのノウハウを学んだ国人たちが、戦国

湯浅城縄張図（作図：新谷和之）
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期になって自らの山城を構築したか。

広城（東の城）縄張図（作図：新谷和之）

広館地籍図トレース（作図：新谷和之）

紀伊国の主要城館 平須賀城縄張図（作図：藤岡英礼）

古座川

十
津
川

日
置
川

富
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熊
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北
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有田川

紀ノ川
根来寺紀伊湊

粉河

長藪城長藪城

東家

高野山

鳥屋城
大野

岩室城

広
小松原館

平須賀城

高田土居
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速玉大社
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おわりに
・湯浅党城館跡…中世前期における武士の本拠のあり方を問い直す重要な遺跡
・守護所・城郭研究の見直し…「要害」の位置づけ。戦国期の築城ラッシュの前提。
　→「常識」への疑い。紀伊国から全国へ発信。

【参考文献】

新谷和之　2017　「紀伊国における守護拠点の形成と展開」　小谷利明・弓倉弘年編『南近畿の戦国時代―躍動す
る武士・寺社・民衆―』　戎光祥出版
高橋　修　2000　『中世武士団と地域社会』　清文堂
高橋　修　2016　『信仰の中世武士団―湯浅一族と明恵―』　清文堂
弓倉弘年　2006　『中世後期畿内近国守護の研究』　清文堂
弓倉弘年　2010　「紀伊における守護所の変遷」　『南紀徳川史研究』９
有田市教育委員会・湯浅町教育委員会・有田川町教育委員会　2020　『湯浅党城館跡総合調査報告書』
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湯
浅
党
城
館
跡
周
辺
の
城
館
分
布
（
作
図
：
新
谷
和
之
）
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１．有田川流域の石造物
　有田郡は紀伊でも有数の石造物が豊富な地域である。一連の調査で確認できた範囲では郡内197箇所
に中世の石造物が存在している。最も古い年号が書かれた資料は康永２年（1343）雲雀山宝篋印塔で、
これを筆頭に14世紀32基、15世紀11基、16世紀16基の石造物があり、現在も新しい発見が続いている。
実際には膨大な量の15・16世紀石造物あり、その総数は万に及ぶかもしれない。
　石造物の種類を見ると、14世紀には宝篋印塔と板碑、15世紀は五輪塔・宝篋印塔・板碑、16世紀は一
石五輪塔・小型板碑が多い。興味深いのは県外から運ばれてきたものがある点である。六甲山周辺の花
崗岩、金剛山周辺の花崗岩のほかに、香川県東かがわ市周辺の白色凝灰岩、愛媛県松山市周辺の白色凝
灰岩などがみつかっており、有田川流域が海を介して広く瀬戸内地域とつながっていたことを示してい
る。

２．有田川流域の石造物のはじまり
　石造物とは石でできた造形物全般を含むので、そのはじまりとなると旧石器時代の石器も含まれてし
まうが、一般に石造物研究の対象となるのは飛鳥時代以降の石塔・石仏である。先にも述べたように、
有田川流域で最古の年号を持つ石造物は康永２年（1343）の雲雀山宝篋印塔で、続いて康永３年（1344）
明恵上人紀州八所遺跡塔婆、貞和２年（1346）野田宝篋印塔、貞和４年（1348）湯浅町別所無縁墓地板
碑残欠などがある。一般に湯浅町施無畏寺に観応２年（1351）の年号を持つ宝篋印塔があるとされてい
るが、これについては実際には年号が確認できない。
　さて、上記初期の石造物の年号について、1980年に刊行された『吉備町誌』上巻において、これら14
世紀の石造物に北朝年号が多く見られることから、南北朝期には湯浅氏の一党結合に亀裂がある可能性
が指摘されていた。結論から言うと、この指摘の正しさを説明したのが今回の報告である。

3．湯浅一党と明恵上人紀州八所遺跡、野田宝篋印塔
（1）湯浅氏と明恵上人
　報告のキーマンとなるのが明恵上人である。明恵上人は京都高山寺をひらき、戒律の復興をめざした
求道者として有名な高僧である。湯浅党の祖、湯浅宗重の娘の子であり、湯浅氏は明恵上人を誇りとし
てたびたび有田の地に迎え入れている。湯浅党にとっての明恵上人は一族の誇りであるとともに、宗教
者としても一族の繁栄を祈ってくれる祈祷師としての性格を持っていたと考えられている（高橋2016）。

（2）明恵上人紀州八所遺跡
　有田には明恵上人紀州八所遺跡という遺跡がある。「遺跡」といっても近年のように埋蔵文化財が見
つかった「遺跡」ではなく、明恵上人に関係する場所を「遺跡」という概念で聖地化したもので、湯浅
党の盟主となった保田宗光が、嘉禎２年（1236）一族の主導権を明らかにする意図で設置したと考えら
れている（高橋2016）。現在は国指定史跡として文字通り「遺跡」の扱いを受けている。

南北朝期の湯浅一党とその石造物
佐藤 亜聖（公益財団法人元興寺文化財研究所）

基調報告３
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　さて、この明恵上人紀州八所遺跡であるが、その後、康永３年（1344）、湯浅一族と考えられる弁迂
が一族に勧進して石造塔婆に作り替えており、その塔婆が６カ所に残されている。このうち星尾遺跡・
吉原遺跡のものと、東白上遺跡の塔婆には願主として前者に沙弥浄宗、後者に藤原宗貞の名前が刻まれ
る。浄宗については八所遺跡を設置した保田宗光の曽孫である貴志次郎左衛門尉行兼（上山家本『湯浅
氏系図』）がその候補の筆頭にあがる。浄宗は傍流貴志氏にもかかわらず湯浅氏の拠点、保田荘の地頭
職を足利幕府から与えられており（「御前家文書」「神光寺文書」『和歌山県史』中世史料二）、また、紀
伊国阿手河庄内真松名金垣内地頭職の譲状も出していることから（康永４年（1345）『足利直義袖判下文』

（御前家文書３号））、幕府側からは湯浅氏の中心人物として把握されていたようである。
　藤原宗貞については湯浅氏嫡流家の須原彦四郎宗貞（上山家本『湯浅氏系図』）と考えられる。東白
上遺跡はいずれも嫡流家が法灯を伝えた施無畏寺に隣接しており、ここに宗貞の名前が存在することに
違和感はない。
［銘文］

【吉原遺跡】「嘉禎年中所立木卒塔婆朽損之間 今勧進一族以石造立依之此結縁 各預上人之引導可令
成就二世願望者也 康永三年甲申九月十九日　勧進比丘辧迂、沙弥浄宗、比丘如空」

【東西白上笠塔婆】「嘉禎年中所立木卒塔婆朽損之間 勧進一族 以石造立之 依此結縁各預上人引導 
可令成就二世願望者也 康永三秊甲申九月十九日　勧進比丘弁迂　願主藤原宗貞」

（3）野田宝篋印塔
　次に有田川流域最大の石塔である野田宝篋印塔をとりあげたい。有田川町野田に所在し、八所遺跡整
備の２年後、貞和２年（1346）に建てられた高さ320cm を測る超大型塔である。塔身に銘文があり、
貞和２年（1346）に大願主沙弥盛範、大工橘国［　］によって建てられたことがわかる。盛範という人物
については記録に名前が見えず不明である。
　「大工」は石塔を作った石工のことで、橘国［　］は1262年銘京都府木津川市藪の中三体仏「橘安縄」、
1294年銘奈良市西蓮寺部材・1295年銘木津川市高田寺五輪塔地輪「橘友安」、1306年銘和歌山県高野山
五輪塔地輪「橘維安」に連なる橘という名前を継ぐ石工集団である。もともとは大和の石工と考えられ
ている。
　野田宝篋印塔は高さ320cm を測る超大型塔であるが、この大きさは紀伊半島でも最大級である。支
族レベルの人々が結衆（力を合わせる）して造立した石塔として湯浅嫡流家（須原氏）が建てた施無畏
寺宝篋印塔があるが、この石塔は高さ225cm であり、野田宝篋印塔は施無畏寺塔をはるかに凌駕する。
湯浅一党を構成する支族レベルではなく、もっと大きな集団が造立したと考えるべきである。銘文には

「願主」ではなく「大願主」と記されており、単独の願主ではなく複数の願主集団によって造立したこ
とがわかる。明恵八所遺跡を支えた有田川流域荘園群のほぼ中央に配置されていることも考慮すると、
明恵八所遺跡の再整備とも関連する流域全体の惣供養塔として、湯浅氏一族全体によって造立されたと
みるべきであろう。興味深いのはこれも年号が北朝年号であることである。

（4）明恵上人紀州八所遺跡整備と野田宝篋印塔
　このように湯浅氏の一党結束の象徴である明恵上人紀州八所遺跡の整備が、没落した嫡流家と傍流で
北朝側に立つ貴志氏によって行われ、石塔には北朝年号が使用されていること、湯浅氏一党による流域
惣供養塔である野田宝篋印塔にも北朝年号が使用されている事実、これらをどのように考えるべきであ
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ろうか。ここでは史料的側面から検討してみたい。
　◯「千住名重書写」森家文書（和歌山県史中世史料二）【史料１】
　これは康永２年（1343）に行われた千住名箕田村（現和歌山市和佐一帯）の領有に係る訴訟に際し、
湯浅八郎左衛門入道（沙弥道暁）が足利将軍及び高重茂に対して提出した請書である。湯浅八郎左衛門
入道道暁は湯浅嫡流家の湯浅宗武のことであるが、この史料からは道暁が北朝支配下で活動しているこ
とが明らかである。
　◯「御教書」（野田氏所蔵文書：『吉備町誌』）【史料２】
　康永４年（1345）紀伊国楠見郷（和歌山市）地頭職の安堵に関する足利将軍御教書が、藤並彦五郎入
道（藤並直）に支給されている。
　このように、康永３年（1344）に突然八所遺跡の整備が行われ、その事業をそれまで非主流だった湯
浅嫡流家と、貴志氏が行っていること、そしてその背景には北朝勢力がついていること、さらに八所遺
跡の整備直後に流域惣供養塔が整備されて、これもやはり北朝年号を有することなどが明らかになった。
これは、この頃の湯浅氏が北朝勢力下にあり、動揺する一党の結束を再確認すべき状況にあったことを
示している。

４．石造物から見た湯浅氏の没落
（1）奥宝篋印塔・宝塔（文中２年（1373）・同３年（1374））
　次にそのほかの石造物から没落期の湯浅一党の様子を考えたい。まずは奥宝篋印塔と宝塔をとりあげ
る。これはもともと有田川町奥公民館付近に存在した石塔で、現在は覆い屋内に宝篋印塔と宝塔が並置
されている。宝篋印塔基礎の銘文からは1341年に没した［春］祐の供養塔であることがわかる。総高
196cm を測るが、これは施無畏寺宝篋印塔に比肩する大型石塔であり、支族規模の石塔と位置づけら
れる。石塔所在地は藤並荘に包摂され、『紀伊続風土記』ほかに引用される「大顔大明神縁起書」には「大
顔神社棟札写」が記載されていたようであるが、これには永仁５年（1297）、奥の大顔明神社創建時に
大檀那となったのが藤並尚とあり（『吉備町誌』）、地理的関係からも［春］祐は藤並氏に関係する者の可
能性が高いだろう。
　［銘文］　為先□祐精霊三十三廻造立之、仍有縁無縁平均利済、文中二年四月十五日

（2）阿弥陀寺板碑（文中２年（1373）・同４年（1375））
　阿弥陀寺は星尾寺の後身神光寺の北西250m にある寺院である。ここに４基の板碑が存在するが、そ
のうち１基に「沙弥勝［　］」とある。この勝［　］は「勝眼」と考えられているが、正平９年（1354）年
星尾寺寺僧起請文筆頭に「沙弥勝眼」（「高山寺文書」159）とあり、「星尾寺文書目録」（「高山寺文書」
阿375）には「湯浅智眼」に併記して「湯浅勝眼」と記されることから、湯浅党の一員、なかでも湯浅党の
盟主保田氏であると考えられている（高橋2000）。
　［銘文］　文中四年乙

卯正月十五日　沙弥勝□
　これら湯浅氏没落直前の1370年代の石造物を見ると、保田・藤並がともに南朝年号を使っていること
がわかる。ところが、同じ保田荘の称名寺宝篋印塔（永和２年（1376））、藤並荘の長楽寺板碑（永和３
年（1377））などは北朝年号に転じている。
　また、石造物だけでなく、湯浅氏の信仰拠点である施無畏寺の塔修理に寄進を行った沙弥道秀寄進状

（施無畏寺文書26）にも「永和四年」の北朝年号が使用される。なお、この道秀は施無畏寺宝篋印塔に
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名を刻む須原氏の人物である。
　『花栄三代記』永和元年８月25日条には泉州の南朝方拠点であった土丸城が北朝方となり、ここから
軍勢が紀州に出向、９月25日には紀伊国の宮方が「没落」、26日には守護方が有田郡の湯浅等に攻め入
り、「所々宮方城没落」している。山名勢による本格的な紀州攻略以前に北朝方の攻略は行われており、
湯浅党切り崩しも一定の成果を上げていたのではないだろうか。この点については不確実な要素が多く
あり、今後の検討課題でもあるが、これまで見てきたように南北朝期の湯浅党がかならずしも一枚岩で
なかったことを考えると、湯浅党没落については単純な戦闘行為による攻略の結果とすることに疑念を
挟む余地があるだろう。

おわりに
　以上、石造物から湯浅一党の動向と、その後の湯浅氏、有田郡の動向を確認してきた。石造物から見
た湯浅氏は、揺れ動く時代の中で決して一枚岩として活動したのではなく、一党内部において様々に分
節化し、北朝と南朝の間を揺れ動いたものと考えられる。また、こうした不安定な政治的背景の中、信
仰を論理基盤とした政治的装置として石造物が造立されたものと考えられる。特に湯浅他門である貴志
氏と一門でも特殊な位置にある須原氏が協力して北朝勢力を背景に活動している事実は興味深い。また、
湯浅一党壊滅と評価されていた康暦元年紀州攻略も、それ以前に北朝年号の利用が見られ、また継続し
た在地社会の動きがみられることから、異なる角度での検討が必要となろう。
　ところで、14世紀は日本全国へ石造物が普及する時期でもある。しかしその普及過程については、石
造物の受容した人々の状況が不明な事例が多く、具体相に迫ることが難しかった。有田郡域は豊富な文
献史料や系図から、石造物の受容者を復元できる稀有な地域である。貴重な歴史資料として今後も石造
物の保護を地域全体ですすめてゆく必要があるだろう。

【参考文献】

高橋　修　2000　『中世武士団と地域社会』　清文堂出版
高橋　修　2016　『信仰の中世武士団』　清文堂出版
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図１　湯浅町施無畏寺
宝篋印塔

図７　有田市雲雀山宝篋印塔

図４　湯浅町施無畏寺五輪塔 図５　有田川町興善寺
層塔（14世紀）

図６　有田市浄妙寺五輪塔群

図８　有田川町明恵上人糸野遺跡 図９　有田川町明恵上人吉原遺跡

図３　湯浅町証大寺板碑
（至徳４年（1387））

図２　有田川町延坂観音堂
（応永元年（1394））
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図10　有田川町野田宝篋印塔

図11　施無畏寺・奥宝篋印塔と野田宝篋印塔の比較
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表１　有田郡内14世紀紀年銘石造物一覧

図13　有田川町長楽寺板碑
（永和３年（1377））

図15　有田市称名寺宝篋印塔
（永和２年（1376））

図12　有田川町奥宝篋印塔・宝塔（文中２年（1373）・同３年（1374））

図14　有田市阿弥陀寺板碑（文中２年（1373）・同４年（1375））
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図16　有田市 明恵上人八所遺跡星尾遺跡塔婆

図17　湯浅町 明恵上人八所遺跡東白上遺跡塔婆
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　近年城ブームで、中世城館跡を歩いたことのある方も多いであろう。訪問した「お城」について、誰
もが基本的なこととして知りたいことは、①いつの城か（時期）、②誰の城か（主体）、③なぜ築いたの
か（理由・機能）、の三点ではないだろうか。私はこれを「お城の３

さんダブリュー

W」と呼んでいる。
　水島大二氏によると和歌山県下には800カ所近い中世城館跡が存在したと推定されている（水島
2019）。その中で、藤並館跡のように比高のない沖積平野や河岸段丘の縁に築かれた城館を「平地城館」
と呼ぶ。多数ある県内の平地城館跡の中で、発掘調査や表面調査で実態の分かるものを、21カ所選んで
表にした（「和歌山県内の代表的な平地城館跡一覧表」）。取り敢えず、これらは和歌山県の代表的平地
城館跡ということにしておこう。
　こうやって表にしてみると、規模までは比較的簡単にわかるが、３W の内、①時期や②築城主体に
ついては検討が必要で、ましてや③なぜ、なんのために築いたのか、を明らかにすることは至難である
ことに気づく。平地の城館だから「居住するため」は第一義だが、それだけなら堀や土塁などの防御施
設を必要としたことの説明にはならない。
　一覧表の№14藤並館跡は発掘調査の結果、13世紀後葉には土塁（第一期土塁）や水堀を伴った城館が
成立し、水堀は遅くても15世紀には灌漑機能を持ち、灌漑機能は鎌倉期にまで遡る可能性もあるという。
この城館は段丘面の開発と、農耕水利掌握の拠点としての機能を備えた、武家の地域開発拠点として出
現したようだ（川口2020）。藤並館のような平地城館（「方形居館」とも）は中井均氏によると、関西で
は12世紀後半に出現するという（中井2020）。13世紀後葉の藤並館は、関西では早い段階に出現した城
館のようだ。
　県内で藤並館よりも古い事例は、和歌山市楠本（旧名・中村）の北にあった一覧表№12東城跡であ
る。城跡のある場所は中世の平田荘で、和歌山市の上野・神波・楠本・川辺に比定される（小山1991）。
熊野参詣道や紀ノ川の渡河点に近い交通の要衝で、「トウジョウ」の地名が残り、地元の武士・中村氏
の城郭伝承地である。道路建設に伴い発掘調査したところ、藤並館成立の半世紀以上前、12世紀末～
13世紀初頭、平安末から鎌倉初期の数十年の間機能したと推定される館跡がみつかった。堀は空堀で、
幅4.5ｍ前後、深さ1.2ｍ前後、東西約38ｍ、南北約20ｍが検出された。堀の北西角の部分が確認された
ので、方形ないしは長方形を呈すると推定される。仮に一町四方の規模があったとすれば、東城周辺地
図の A のような形状・規模になる。なお、周辺地図の E の部分が発掘された箇所で、B は城館存続時
期にも存在した旧河道を示す。
　調査で注目されるのは、この館の基本軸が、真北に対し16度東に振っていることである（村田2019）。
館跡の周囲の条里型地割（方格地割）は東に７～８度に振って引かれており、館の軸線と周囲の条里型
地割（方格型地割とも）とずれる（中野1989）。今残る条里型地割は、荘園開発時に引かれたと考えら
れるので（額田雅裕2002）、館が廃絶した後に区画がなされたと考えられる。また館の堀は空堀のため、
直接水利にかかわらない。これらのことから、藤並館のように堀に水を溜めて未墾地を開発するために
営まれた城館ではないと考えられる。東城が築かれた背景には何があったのだろうか。
　小山靖憲氏によると、東城が存続したとされる、平安末から鎌倉初期は参詣諸記録に見える熊野参詣

和歌山県の平地城館跡の「なぜ」を考える
白石 博則（和歌山城郭調査研究会）
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道沿いの熊野王子社の数がピークになる時期であり、承久の乱（1221）まで続く上皇や女院の御幸の最
盛期であった（小山1998）。東城が営まれた背景に熊野参詣道との関係を考えざるを得ない。院政期に
紀ノ川右岸の名草郡の熊野参詣道がどこを通っていたのかは、諸説あり悩ましい。『和歌山県聖蹟』では、
王子伝承地を繋いだため、大きく弧を描くように西に迂回している。小山靖憲氏は、山口王子から南海
道を横切り、南西にほぼ真っ直ぐ川辺に至り、紀ノ川を渡河して吐前に向かうとされた（小山1998）。
東城周辺地図は額田雅裕氏作成の「堤防遺跡分布図」（『紀ノ川流域堤防井堰等遺跡調査報告書Ⅲ』和歌
山井堰研究会2020）は、航空写真から旧河道の場所を表示した（旧河道の時期は不明だが）労作に、館
跡や小山説の参詣道を重ねるものであるが、山口―川辺間は複数の旧河道によって切り刻まれている。
参詣道も旧河道を避け、変遷が激しかったことが予想され、東城のある楠本の旧名・中村にも街道が通っ
ていた時期があったようだ。中村は承安４年（1174）に記された吉田経房の日記「吉記」の熊野参詣記
録に、「廿四日戌申、陰晴不定、遅明起信達、於中村昼養」に見える。また、「中右記」天仁２年（1109）
11月６日の条に、熊野詣の帰路吹上浜から日前宮・国懸宮の森を眺めつつ来た藤原宗忠は、「仲村」（中
村）に泊まる予定だったが、行きつけず、「下人之小屋」に泊まることとなった。中村・仲村は、王子
社（周辺地図の C）があっただけでなく、12世紀初めの時期は、参詣道に沿い貴族を接待したり、宿泊

A  東城推定地

B  発掘調査でわかった旧河道

C  中村王子跡（伝承）

D  力侍神社・籾井王子推定地

E  東城の発掘された範囲

－ 小山靖憲氏推定参詣道（小山氏1998）

・・・『和歌山県聖蹟』推定の参詣道

0 200m

東城周辺地図（額田雅裕氏作成の「堤防遺跡分布図」に白石が加筆）
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したりする場であったことがわかる。中村は紀ノ川渡河点に近く、河川氾濫時には参詣者が滞留するこ
ともあったであろう。
　中村氏については承安４年（1174）12月「紀実俊申文案」の平田荘の住人に「散位秦宿禰中村三郎大
夫」、建長６年（1254）７月６日付け「紀伊国守護代・惣官請文案」の「中村左衛門尉藤原盛継」（とも
に『和歌山市史』史料編第４巻）と見える。承安４年の中村氏と建長６年の中村氏は、姓が秦氏から藤
原氏に変わっているので、同じ中村でも系統が異なるのかもしれないが、在地の荘官・在庁官人・鎌倉
幕府御家人として12世紀から13世紀中頃には中村氏がいたことがわかる。
　小山氏によると院政期の上皇・女院の紀ノ川などの大河の渡河には、国司が渡し船を調達し、一般貴
族が私人として参詣する場合は、馬を使ったとする（小山1998）。川辺の渡しで渡船や渡河のための馬
を用意したのは、土地の有力者で、在庁官人とされる中村氏ではなかろうか。増加する参詣者に対応す
る拠点としたのが、東城ではなかったか。更に想像をたくましくすれば、12世紀から13世紀の中世の始
まりの時期には、源平の争乱（保元平治の乱・治承寿永の乱）や承久の乱など、世情を揺るがす内乱が
続いたが、それらに対応するために空堀などの防御施設を必要としたのではないだろうか。
　東城は中世前期に熊野参詣道に関わった城館だが、中世後期15世紀前半以降、参詣道に関わって興隆
をみたのが一覧表№16小松原館で、16世紀後半の最終期には巨大な水堀で囲まれた「平城」に発展した。
室町幕府奉公衆である湯河氏の本拠で、館によって財部川水系を掌握して農業生産を拡大し、関所に関
わり、熊野参詣道の日高川渡河点である小松原宿を城下町に取り込み、更には背後の詰城・亀山城によっ
て地域支配を深化させていったとされる（新谷2015）。東城と比べると、小松原館は、農業生産や宿場・
関の掌握、地域支配と、城館の機能は多面にわたったようだ。
　このように見てゆくと、平地城館の「なぜ」は大変多様で、「土地の御殿様が住んでいたお城」「農業
開発の拠点」という理解では不十分であろう。21カ所の和歌山を代表する平地城館のその成立について
も、これからも「なぜ」という問いを発し続けなくてはならないだろう。
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